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透析と在宅医療
～家での生活に注目してWell-beingを追求する～

鹿児島県民主医療機関連合会 事務局 （黒田）
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透析と在宅医療

～ シンポジウム ～

高齢化や医療体制の変化により、透析医療と在宅医療の連携が重要性
を増している。在宅療養の継続は患者のQOLやWell-being向上に寄与す
るが、医療資源や支援体制の課題もある。

本シンポジウムでは、医療機関・在宅医療・訪問看護・患者など多様な
立場から現状を共有し、多職種協働の方向性を探る。透析医療を地域
医療の「出発点」と捉え、患者が自分らしい生活を続けられるよう、Well-
beingを共通の価値として医療と生活を結び直す方策を議論する。

-訪問診療担当医師の立場から-

宮崎で広がる在宅腹膜透析
眞川 昌大
［あかり在宅クリニック］

-基幹病院の立場から-

最後の砦であり出発点
前村 良弘
［国分生協病院 腎臓内科］
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-訪問看護の立場から-

在宅での腹膜透析を支える
訪問看護師の役割

池田 絵美
［生協訪問看護ステーションこくぶ］
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-患者（＋医師）の立場から-

腎代替療法として腹膜透析、
血液透析、腎移植の選択を
どうするか

玉江 末広
［国分生協病院 小児腎臓］
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本番までいよいよ１ヶ月です！

mailto:48zenzinkon@kagoshima-min.jp
mailto:48zenzinkon@kagoshima-min.jp
mailto:48zenzinkon@kagoshima-min.jp
https://zenzinkon48.secand.net/
https://www.welview.com/
https://zenzinkon48.secand.net/

	スライド 1

